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第２次茨木市環境基本計画策定の考え方について 

 

 

1. 茨木市環境基本計画の位置づけ 

・本市では、市環境基本条例第８条の規定に基づき、環境の保全及び創造に関する目標及び総合

的かつ長期的な施策大綱として、平成16年３月に「市環境基本計画」を策定し、本市のあるべ

き環境像を明らかにするとともに、市・市民・事業者の役割を明確にし、環境施策を総合的・

計画的に推進してきましたが、本計画が平成27年度に目標年度を迎えることから、第２次茨木

市環境基本計画を策定します（平成26年度末策定予定）。 

・第２次環境基本計画は、第５次総合計画の分野別計画となることから、総合計画の施策体系と

整合をはかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 対象地域および計画期間、対象 

①対象地域：茨木市全域 

②目標年次：平成37（2025）年度 

③計画期間：10年間 

④ 対象 ：対象要素 ⇒生活環境、自然環境、低炭素、資源の循環 

 横断的要素⇒環境意識、環境教育、環境行動 

 

 

 

国 
・環境基本法 

・第四次環境基本計画 

・循環型社会形成推進 

基本法 

・地球温暖化対策推進法 

・生物多様性基本法・生物

多様性地域連携促進法 

・環境教育等促進法 

・都市の低炭素化の促進に

関する法律（エコまち法） 

など 

 

（仮称）第５次茨木市総合計画 茨木市環境基本条例 
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大阪府 
・大阪21 世紀の新環境 

総合計画 

・大阪府地球温暖化対策 

実行計画  など 
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3. 策定にあたっての視点 

以下の視点を考慮して第2次環境基本計画を策定します。 

①この 10年間の進捗状況 … 資料１ 

②計画を取り巻く社会潮流の反映（低炭素まちづくり、生物多様性、災害時の安全確保

等） 

・法体系の整備や社会情勢等から、低炭素まちづくり、生物多様性、災害時の安全確保（エネル

ギー確保、環境リスクへの対応）、気候変動への対応等について、強化する必要があります。 

③今後 10年間で論点となるまちの動きへの環境面からの対応 

・今後10年間において、立命館大学の新キャンパス開設、ＪＲ新駅の開設、新名神高速道路のイ

ンターチェンジ設置、東芝大阪工場跡地におけるスマートコミュニティ形成の動きが想定され

ており、これらの動きについて環境面からの検討も必要です。 

・また、「環境の保全と創造」を、「環境と経済」「環境とまちづくり」「環境と教育」等、他分野

との両立（融合）の視点から考えていくことも求められています。 

 

 

4. 計画の柱（案） ※詳細は別紙 

第５次総合計画、都市計画マスタープランを同

時に改訂しており、まちの将来像や施策体系等の

整合性をはかるものとしています。 

また、現行計画策定以降、景観条例・景観計画

の運用開始等、環境基本計画が対象とすべき領域

も変化してきています。新計画では推進状況や社

会情勢等も考慮し、生活環境、自然環境、低炭素、

資源の循環の４つに集約し中身を充実させると

ともに、環境意識・教育・行動については、各分

野に関連するテーマであることから柱立てせず、

各分野の項目に反映します。 

 

保全等だけでなく、下記のような取り組みの検討も求められている。 

例：環境とまちづくり →スマートコミュニティ形成、低炭素建築物 

環境と経済     →環境産業（環境配慮型製品開発）の育成、生態系サービス 等 

※生態系サービスとは人類が生態系から得られる恵みのこと（例：食品や水の生産や提供、気候の調節等） 

いごこちの良い

生活環境をたもつ

バランスの取れた

自然環境をつくる

ライフスタイルの見直しで

低炭素なまちをめざす

きちんと分別で

資源の循環をすすめる

環境意識・環境教育・環境行動



茨木市環境基本計画  現行計画の推進状況・課題および新計画施策体系 

現行推進状況および課題                                                     
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                       指標例：環境基準値の達成 など 

＜ポイント＞ 

・大気、水、土壌、騒音等について、引き続き環境基準の達成

に向けて取り組む。 

・快適に過ごせる生活環境（路上喫煙・犬のふん）の実現に向

けて取り組む。 

・景観については「景観計画」へ移行。 

・茨木市の特徴として、引き続きライフサイエンス系施設との

協定による環境リスクへの対応を実施。 

・環境リスクについて、現段階で予期できないものもあること

から、新たな環境リスク対策へも対応できる体制を維持する。

（情報収集、横断的な組織づくりや外部有識者とのネットワ

ークづくりなど） 

・環境美化活動の推進については、生活環境向上の視点から記

載。 

＜良好な地域環境の確保＞ 

・概ね環境基準（大気、水、土壌、騒音等）は達成しており、

人体や生活環境への大きな被害となる事例は発生していな

い。 

・都市生活型（路上喫煙・犬のふん）の問題やヒートアイランド

現象への対策が課題。 

・ライフサイエンス系施設との協定等の継続、災害時の対応の

ための化学物質管理等についての横断的な仕組みの検討が課

題。（既に各担当では把握） 

 

＜人と自然との共生＞ 

・公園整備は進み、一人当たりの公園面積は増加傾向にあ

る。今後は、公園に対する多様なニーズへの対応による

質の向上や維持管理が課題。 

・緑の基本計画（平成12年策定）については、現状を考慮

し、改訂の必要あり。 

・生態系の確保については、地域によっては生きものを知ってもらう取り組みがはじまる一方、市の専門となる

部署がないため、横断的に対応できる仕組みづくりが課題。 

・森林の整備については、ボランティアの育成と市民参加や企業参入による森づくりを推進しているが、農業従

事者の高齢化等による放置森林の増加が懸念される。 

・市民アンケートでは、「周辺環境の自然環境に関するふれあい」への満足度が低いことから地域の自然環境との

ふれあいの場や地域の動植物の生息環境等に触れる取り組みも重要。 

＜循環型社会の構築＞ 

・これまで、一般廃棄物処理基本計画をもとに、家庭系、事

業系とも各施策（資源物の分別収集や事業系一般廃棄物減

量計画書の作成・提出等）を推進し、減量化・リサイクル

の推進に取り組んできた。 

・今後も、新たな分別区分（古布・化粧瓶等）や事業者とのパートナーシップによる減量化・資源化を推進す

る必要がある。 

・また、ごみ排出困難者への対応など新たな社会課題についても取り組みを行う必要がある。 

・小型家電リサイクル法が施行されたことから、各種情勢をみながら検討が必要である。 

＜地球環境の保全＞ 

・温室効果ガス排出量を部門別にみると、民生家庭部門、旅

客部門における取り組みは一層の推進が必要。 

・「エコオフィスプランいばらき」に基づき、率先して環境に配慮した取り組みを進め、公共施設、駐車場、街路

灯への LED照明の導入などを実施。 

・再生可能エネルギーの導入については、公共施設等に計画的に設置するとともに、各種補助制度（住宅用太陽

光発電システム補助、省エネ・省ＣＯ２設備導入事業補助）を実施する等、一定の普及促進を達成。今後は新

たな方策の検討が必要。 

・市域では、一定規模の開発がまだ継続して予想されることから、低炭素建築物の推進や面的な対策も重要な課

題。 

＜市・市民・事業者の協働＞ 

・「茨木市環境教育ボランティア制度」や各種活動支援事業等

を行い、環境市民講座や環境教育ボランティアによる講座等

が実施されているが、小・中学生向け等さらなる環境教育・

学習に関する取り組みが求められている。 

・地域活動に根差した清掃活動等は着実に取り組みが進んでいる。 

・各分野に横断的に関わる内容であり、「市・市民・事業者の協働」という部分の単独での評価が困難。 

清らかな空気・水・土をたもつ 

・大気環境の保全 

・水環境の保全 

・土壌・地盤環境の保全 
 

健康で快適な居住環境を守る 

・騒音・振動の防止 

・新たな環境リスクの未然防止 

・都市化に伴う問題への対応 
 
景観や文化遺産を大切に 

・景観の保全と創造 

・歴史的遺産・文化財の保存と活用 

・動植物の生息・生育環境の保全と創造 

・人と自然との豊かなふれあい 

・身近なみどりや水辺の保全と創出 

・廃棄物の減量化・リサイクルの推進 

・エネルギーの適正利用 

・地球温暖化対策 

・その他の地球環境問題への対応 

・環境教育・環境学習の推進 

・環境に配慮した具体的行動の促進 

 

            指標例：１人１日平均ごみ排出量 など 

＜ポイント＞ 

・平成26年度から検討予定の「一般廃棄物基本処理計画」にお

ける検討を出来るだけ反映させる。 

・これまでの「減量化」および「資源化」の取り組みは引き続

き継続する。 

・家庭については「包装廃棄物、生ごみ」、事業所については「紙

類、剪定枝、食品廃棄物」の減量・資源化を重点的に実施。 

・新たな課題としては、「さらなる分別区分の検討」、「小型家電

リサイクル法への対応検討」となる。 

           指標例：市民 1人あたりの温室効果ガス排出量 

＜ポイント＞ 

・基本的には、茨木市地球温暖化対策実行計画の内容を反映す

るとともに、国の動向や、この間の市の施策の現状と課題を反

映。 

・市、市民、事業者の省エネルギー、再生可能エネルギーに関

する取り組みの推進について、引き続き実施する。 

・新たな普及啓発ツール（ICT の活用等）や方法について課題

としてあげられる。 

・平成 25年度からスタートしたプラットホームの取り組みにつ

いて記載。 

・低炭素建築物や新たなまちづくり（スマートコミュニティ等）、

交通（エコモビリティ、歩いて暮らせるまちづくり）等の視点

については関連計画と整合性を図る。（総合計画への記載方法

等、調整が必要） 

○健康に過ごせる生活環境（大気・水・土・

音）をまもる 

 
○新たな環境リスクへの対応 
 
○快適環境の保全と創造 

○減量化の推進 

 

○資源化の推進 

 

○新たな仕組みづくりの推進 

景観に関して

は景観計画へ 

公園に関する

事項は一部、緑

の基本計画に 

○環境にやさしいライフスタイルの普及 

 

○低炭素型まちづくりの誘導 

エネルギーに 

関しては集約

して低炭素社

会の実現へ 

中心となる

取り組みと

して、各分

野の項目に

反映 

・生物多様性 

・緑化の推進 

   指標例：動植物とのふれあい活動数 など 

＜ポイント＞ 

・近年、都市化に伴う問題として顕著なヒートアイランド対策

について、緑化の視点を踏まえて推進。 

・茨木市のみどりの特徴である「まちの緑」「農地」「里山」 

「水辺」の保全、創造、活用について推進。 

・「みどり」については、緑の基本計画の改訂もあわせて検討さ

れていることから、環境基本計画では、「生物多様性の保全、

自然の恵みの持続可能な利用の推進」の観点から検討を行う。 

○都市とみどりの共存 
 
○自然の恵みの持続可能な利用の推進 
 
○地域の生物の多様性の保全 

都市美化 
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ご
と
に
４
本
柱
を
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理
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新計画での施策体系 

環境意識・環境教育・環境行動 

地球温暖化 

対策 

オゾン層の 

破壊、酸性雨

等は特に項目

立てせず、 

大気環境の 

保全へ集約 

文化財の 

動植物 

別紙 

将来像 


